
一一一一一一一一一一一 一 ー 一 一一一一一← 一一←一一一 ←ーー一ー..-._+"1戸、'1!"-+"_""'... -、一一一-一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一-一一一一一リJ 匂叫 1，. 

多・

場
一
柵

所
郷
役
一
明

行
時
吋
一
制

発
蝶
漬
一
所

長
一
叩

即

時

通

報

、

押

売

り

の

撃

退

又

は

急

患

の

発

生

で

は

尊

い

人

命

ま

で

救

ふ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

町
内
で
あ
れ
ば
こ
の

私

設

電

話

を

通

じ

お

互

の

話

し

合

い

が

で

き

用

件

も

達

す

る

こ

と

に

な

り
ま
す
。

向

、

こ

の

工

事

施

行

に

伴

ひ

電

柱

を

立

て

ね

ば

な

り

ま

せ

ん

の

で

用

地

の

件

に

て

近

日

関

係

者

の

皆

様

に

お

願

い

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

が

そ

の

節

は

よ

ろ

し

く

御
協
力
の

程

御

願

い

申

上

げ

ま

す
。

第34号

町
内
全
域
に

有

線

放

逸

電

話

信也 り

す近に放続十昭促
るく去送に四和進今
こそる施よ年三整般
との町設り度十備新
に工議 を 町 の 三 事 市
な事会 行 内 二 年 業 町
りにでうにケ度と村
ま着 議こ有年、し建
し工 決 と 線 継 三 て 設

た
。

総

工

費

は

約

七

、

八

四

七

千

円

(

内

補

助

二

、

八

O
O千
円

、

起

債

二

、

八

O
O千
円
)

施

設

完

備

の

上

は

町

内

い

づ

れ

の

へ

き

地

で

も
町
内
ニ
ュ
ー
ス
、
農
目

業
技
術
指
導
、
災
害
の
一

の同丁(七月l回発行)昭和33年8用20日(ー)

，':; 
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1
L
h
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民
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青
島
に
電
話
が
通
じ
ま
す

町
内
の
孤
島
青
島
は
元
来
、

交
通
不
便
然
も
陵
地
よ
り
の
遠

路
は
船
便
一
日
一
航
海
あ
る
の

み
で
、
冬
な
ど
は
こ
の
た
め
数

日
間
も
音
信
不
通
の
場
合
等
し

ぼ
/
¥
に
し
て
全
く
の
離
れ
島

と
な
り
、
町
民
ひ
と
し
く
不
便

を
感
じ
て
い
た
が
今
回
関
係
機

関
の
御
協
力
に
よ
り
、
日
本
電

海
区
委
員

後

藤

熊

市

氏

当

選

去
る
八
月
八
日
執
行
さ
れ
た

伊
予
灘
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
に
お
い
て
、
後
藤
熊

市
氏
(
町
議
、
今
坊
漁
協
組
合

長
)
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

(
尚
こ
の
選
挙
は
十
三
名
の

立
候
補
者
が
あ
っ
た
が
、

六
名
が
辞
退
無
投
票
と
な

っ
た
も
の
)

選挙人名簿

信
電
話
公
社
に
お
い
て
海
底
線

を
布
設
二
十
五
日
に
は
こ
れ
の

関
連
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
島
へ
の
電
話
開
通
に
よ
り

緊
急
事
件
又
は
災
害
等
に
お
け

る
連
絡
等
も
即
時
行
わ
れ
る
と

と
に
な
り
島
民
の
み
な
ら
ず
、

一
般
町
民
の
嬉
も
ひ
と
し
を
で

あ
り
ま
す
。

出
石
寺
の

戟
浪
者
慰
霊
祭
に

御

参

拝

下

さ

い

戦
没
者
慰
霊
祭
並
に
平
和
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

と
の
法
会
は
昭
和
七
年
金
山

出
石
寺
の
御
発
起
に
よ
り
関
係

市
町
村
が
奉
讃
し
て
今
日
ま
で

毎
年
執
行
せ
ら
れ
て
お
る
も
の

で
す
。今

年
は
第
二
十
七
会
自
の
法

会
を
来
る
九
月
七
日
午
前
十
一

時
よ
り
執
行
さ
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
多
数
御
参
列
下
き
い
。

切
角
の
法
会
が
盛
大
に
執
り

行
わ
れ
ま
す
よ
う
御
協
力
下
さ

、ν

届
出
を
し
て
下
さ
い

十
五
日
か
ら
名
簿
調
整

今
年
も
九
月
十
五
日
を
期
し

て
基
本
選
挙
人
名
簿
を
調
整
致

し
ま
す
。

こ
れ
は
有
権
者
を
一
人
あ
ま

さ
ず
登
録
さ
せ
選
挙
が
公
正
に

行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

選
挙
人
名
簿
は
選
挙
の
当
日

投
票
し
よ
う
と
す
る
人
の
選
挙

権
の
有
無
が
た
や
す
く
わ
か
る

よ
う
に
予
め
そ
の
資
格
を
調
査

し
有
権
者
を
登
録
し
て
お
く
も

の
で
、
い
わ
ば
投
票
者
の
選
挙

資
格
を
証
明
す
る
公
簿
な
の
で

す
@で

す
か
ら
こ
の
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
と
選
挙

の
際
に
投
票
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
わ
け
で
す
。

こ
の
制
度
は
今
日
世
界
の
各

国
で
採
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す。
今
回
調
製
す
る
名
簿
は
、
今

年
十
二
月
二
十
日
以
後
に
行
わ

れ
ま
す
。
一
本
]
積
選
挙
即
ち
来
春

予
定
の
町
長
、
町
議
、
県
議
、

知
事
、
参
議
院
選
挙
に
用
い
ら

れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
御
協
カ
に
よ
っ
て

誤
り
の
な
い
正
確
な
名
簿
が
調

製
出
来
る
よ
う
念
願
し
て
止
み

ま
せ
ん
。

就
き
ま
し
て
は
近
日
中
に
各

戸
地
区
委
員
き
ん
を
通
じ
て
、

選
挙
資
格
調
査
票
を
配
付
致
し

ま
す
か
ら
、
く
わ
し
く
書
い
て

あ
る
事
項
を
よ
く
読
ん
で
記
入

の
上
九
月
二
十
日
ま
で
に
地
区

委
員
さ
ん
ま
で
提
出
し
て
下
さ

、ν
調
査
票
に
記
入
し
て
提
出
し

て
頂
か
ね
ば
な
ら
な
い
方
は
、

昭

和

十

三

年

十

二

月

二

十

一

日

以

前

に

生

れ

た

日

本

人

で

あ

っ

て

本

年

六

月

十

六

日

以

前

か

ら

引

続

き

長

浜

町

に

住

所

を
有
す
る
者
で
あ
り
ま
す

O
尚
出
稼
中
の
者
、
病
気
で
入

院
中
の
者
を
書
き
落
さ
な
い

よ
う
特
に
注
意
し
て
下
さ
い

(としよりの日)
九月十五日/

「おーい楢山参りかいJ Iとんでもない.山の温泉へしば

らく湯治につれていくんだよ」

としよりの日-tt 

一
九
月
十
五
日
か
ら

と
し
よ
り
の
福
祉
週
間

い
た
わ
り
と
感
謝
を

み

ん

を

揃

っ

て

号

メ
ー
ト
ル
法
へ
日
郷

「
メ
!
ト

Y
法
へ
の
道
」

も
う
動
か
な
い

「
昭
和
弘
年
1
月
1
日」

日
本
中
が
メ
ー
ト
ル
一
い
く
ら
と
か
い
う
よ
う
な
一
建

法
に
な
る
日
が
い
よ
い
一
に
よ
る
完
全
な
メ
ー
ト
ル
建
に

3

一
改
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

よ
近
ず
き
ま
し
た
。
一
又
、
ま
す
目
に
よ
る
取
引
の

昭

和

制

年

1
月

1
日
一
場
合
も
同
じ
で
、
一
升
い
く
ら

が
そ
の
日
で
す
。
一
一
合
い
〈
ら
の
代
り
に
、

1
、

昭
和
引
例
年
の
新
年
を
迎
一
8
立
い
く
ら
1
、
8
デ

V
立
い

J

一
く
ら
に
変
え
た
だ
け
で
は
、
意

え
た
時
に
は
、
日
本
中
一
味
は
少
く
、
や
は
り
1
立
い
〈

が
、
メ
ー
ト
ル
法
一
本
一
ら
1
Jア
V
立
い
く
ら
と
い
う
健

建
と
な
る
の
で
す
。
一
段
に
改
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ

き

あ

l
皆

さ

ん

一

ん

。一
2
売
る
方
も
買
う
方
も
早
く
メ

早
く
メ
ー
ト
ル
法
一

1
ト
ル
法
に
慣
れ
る
こ
と

を
使
い
ま
し
ょ
う
一
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
る
取
引
の

食
料
品
と
メ
ー
ト
ル
法
一
実
際
と
し
て
、

1
0
0
瓦
な
り

1
建
値
(
:
・
値
段
の
基
準
・
:
)
一

1
砥
な
り
の
量
を
少
し
も
早
く

従
来
か
ら
取
一
引
に
使
わ
れ
て
一
実
感
出
来
る
よ
う
に
工
夫
す
る

い
た
「
首
匁
い
く
ら
」
と
い
う
一
こ
と
で
す
。

の
を
換
算
し
て
、
「
3
7
5
瓦
一
そ
れ
に
は
、
実
際
に
取
引
す

い
く
ら
」
と
改
め
た
だ
け
で
は
一
る
商
品
の
1
0
0
瓦
な
り
1
砥

無
意
味
で
あ
り
、
た
H
A

呼
び
方
一
な
り
の
量
を
見
本
と
し
て
隊
列

が
変
っ
た
だ
け
で
、

1
0
0
瓦
一
し
て
お
く
こ
と
な
ど
、
一
つ
の

2
0
0
瓦
及
び
5
0
0
瓦
と
い
一
方
法
で
す
。

う
取
引
に
は
大
変
不
便
な
こ
と
一
尚
、
実
際
の
取
引
に
は
、
百

に
な
り
ま
す
か
ら
、
ど
う
し
て
一
匁
と
五
十
匁
の
場
合
が
一
番
多

も
1
0
0
瓦
い
く
ら
と
か
1
砥
一
く
、
そ
こ
で
、
と
れ
に
一
番
近

い
4
0
0
瓦
な
り
2
0
0
瓦
の
一

οメ
ー
ト
ル
法
メ
モ

実
際
の
量
を
陳
列
し
て
お
く
事
一
黄
金
山
出
石
寺
の
標
高
は
八
二

も
又
一
つ
の
よ
い
方
法
で
す
。
一

O
米
(
四
五
一
関
)
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
買
う
方
も
、
売
一
女
旧
長
浜
町
で
は
一
日
に
約
一
一

る
方
も
、
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
る
一
二
七
万
立
(
約
七
千
石
)
の
水
一

量
の
実
感
が
出
来
て
し
ま
え
ば
一
を
飲
ん
で
お
り
ま
す
。

(
ζ

れ一

問
題
は
な
い
の
で
す
が
、
切
替
一
を
て
八
立
(
一
升
ピ
シ
)
の
一

時
に
お
い
て
は
、
そ
う
は
ゆ
き
一
ピ
シ
に
入
れ
て
一
列
に
並
べ
ま
?

ま
せ
ん
の
で
、
簡
単
な
換
算
表
一
す
と
、
だ
い
た
い
長
浜
町
役
場

を
底
頭
に
掲
示
す
れ
ば
買
う
方
一
郎
か
ら
白
減
駅
前
位
ま
で
並
・
へ

は
、
メ
ー
ト
ル
法
に
よ
る
買
物
一
ら
れ
ま
す
。

が
非
常
に
楽
に
な
り
取
引
の
円
一

z

滑

化

が

行

わ

れ

ま

す

。

;

習

う

よ

り

馴

れ

よ

う

便

利

な

メ

ー

ト

ル

法

「
と
し
よ
り
L

は
今
日
の
社
会

を
築
く
た
め
に
つ
く
さ
れ
た
人

々
で
あ
り
ま
し
て
、
社
会
の
大

切
な
構
成
員
で
す
。

戦
後
家
族
制
度
の
変
革
等
か

ら
一
部
の
人
等
の
聞
で
、
と
し

よ
り
に
感
謝
す
る
気
持
が
う
す

ら
い
で
い
る
よ
う
に
、
見
受
け

，
ら
れ
る
こ
と
は
本
当
に
残
念
な

と
と
で
す
。

殊
に
身
寄
り
が
な
く
生
活
に

因
っ
て
い
る
「
と
し
よ
り
」
の

援
暗
殺
は
共
同
社
会
の
責
任
と
し

て
、
と
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

本
町
で
も
こ
の
よ
う
な
人
々

の
た
め
養
老
院
の
設
置
に
努
め

近
く
建
設
の
運
び
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

私
達
は
こ
の
日
を
機
会
に
「

t 

b 

‘ 一一白川 ，.関与 A 

と
し
よ
り
」
を
真
に
い
た
わ
る

気
持
を
一
人
ノ
¥
の
心
に
培
い

明
る
い
社
会
を
作
る
こ
と
に
相
官
日

め

ま

し

ょ

う

。

一

そ
の
た
め
に
は
、
一
家
撤
つ
一

て
「
お
じ
い
ち
ん
、
お
ば
あ
さ
一

ん
、
あ
り
が
と
う
」
の
趣
旨
で
一

「
と
し
よ
り
」
を
中
心
と
し
た
一

感
謝
の
一
日
を
選
ぶ
と
か
、
乗
一

物
の
中
で
席
を
ゆ
~
す
る
と
か
、
一

ま
た
「
と
し
よ
り
」
同
志
が
集
一

っ
て
、
明
る
い
社
会
の
建
設
に
一

協
力
す
る
よ
う
話
合
う
と
か
、
一

そ
の
他
い
ろ
/
¥
の
方
法
が
芳
一

え
ら
れ
ま
す
が
、
先
づ
手
近
な
一

と
こ
ろ
か
ら
実
行
に
う
つ
し
、
一

と
の
「
と
し
よ
り
の
日
」
を
有
棋

意
義
な
も
の
と
し
た
い
も
の
で

す。

主宇

?な

{! 

{! 

Zト

1な

町
営
質
庫
流
質
物
庭
分
に
つ
い
r

て

標

記

流

質

物

を

九

月

二

十

日

か

う

十

月

五

日

迄

に

処

分

す

る

諜

定

で

あ

り

ま

す

処

分

方

法

は

随

意

契

約

で

行

い

ま

す

向

執

行

期

日

が

決

れ

ば

回

覧

板

で

お

知

ら

せ

い

た

し

ま

す

か

ら

買

受

希

望

者

の

方

は

お

申

出

下

さ
い九

月

口
軽
自
動
車
税
の

納

期

で

す

P 令... '一一一会 主ぉ
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員二子

(二)第 34号りf璽主の?も開丁(毎月l回発行)ロ
u

一

ハU

一

円
ノ
凸

E

月一円。一年一
円〈
)

E

つU
E

和一昭
一
①表

況状の入牧(1 ) 

入歩合収
一

人未済額i汝入済額額
乞士ョ
λ乙調分区

96.81 9ぢ376.480 1L421.1EO 11ョ797.6';0年度 4干

納繰越分

現保

険

震疑語

績促度
T-"¥.. I現えの
官三;-0) 

よ
っ
て
の
み
保
険
が
健
全
に
運

営
さ
れ
る
と
云
う
保
険
の
仕
組

を
充
分
御
理
解
頂
い
た
事
と
、

地
区
一
委
員
各
位
が
積
極
的
に
賦

課
金
徴
敢
に
つ
い
て
御
協
力
頂

い
た
賜
で
あ
る
と
感
謝
す
る
次

第
で
す
、

次
に
算
出
の
状
況
を
調
べ
て
み

ま
す
と

表

前
年
度
の
赤
字
を
減
額
し
正
常

な
運
営
が
出
来
ま
し
た
事
は
、

本
町
国
保
運
営
の
将
来
の
明
る

い
見
通
し
が
つ
い
た
訳
で
、
本

当
に
う
れ
し
い
事
で
す
。

し
か
し
国
保
は
生
き
も
の
で

す
。
文
化
の
進
む
に
つ
れ
て
病

気
も
減
つ
で
く
る
の
が
本
当
だ

と
思
い
ま
す
が
目
下
の
処
は

全
く
逆
で
受
診
率
も
医
療
費
も

な
を
追
っ
て
上
昇
の
一
途
を
辿

っ
て
屈
ま
す
。

一
寸
の
油
断
も
な
り
ま
せ
ん

三
十
二
年
度
で
黒
字
に
な
っ
た

か
ら
と
云
っ
て
、
そ
の
ま
与
の

事
業
規
模
宏
三
十
三
年
度
へ
適

用
す
る
事
は
絶
対
に
出
来
ま
せ

ん。
新
し
い
赤
字
を
作
ら
な
い
た

め
に
は
苦
し
く
て
も
当
然
予
想

さ
れ
る
受
診
率
や
医
療
費
の
上

昇
に
対
応
す
る
欧
入
の
道
を
講

じ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昭
和
三
十
一
年
度
か
ら

繰
越
し
て
来
た
赤
字
解

)
の
負
担
金
、
繰
上
充
用
金
は

昭
和
三
十
一
日
ヰ
度
で
医
療
費
が

沢
山
い
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に

見
合
う
牧
入
が
な
か
っ
た
た
め

に
三
十
二
年
度
分
の
牧
入
を
前

借
し
て
三
十
一
年
度
に
使
用
し

た
金
額
で
す
。

療
養
諸
資
は
三
十
二
年
度
中

に
皆
さ
ん
が
使
用
さ
れ
た
医
療

費
で
す
。

助
産
貨
は
産
用
一
一
件
に
つ
い

て
五
百
円
の
給
付
金
、
保
険
施

設
費
は
保
健
婦
の
給
料
や
活
動

費
用
と
無
医
地
区
対
策
と
し
て

医
師
の
出
張
診
療
に
要
す
る
委

託
費
、
納
税
奨
励
品
目
は
完
納
報

償
費
、
公
債
費
は
一
時
借
入
金

の
利
子
、
連
合
会
(
愛
媛
県
医

師
会
と
国
保
の
医
療
協
定
を
行

っ
た
り
医
師
か
ら
出
さ
れ
た
医

療
費
請
求
書
を
審
査
す
る
機
関

表
④
参
照

役
場
費
は
国
保
事
務
に
従
事

す
る
職
員
の
給
料
や
印
別
費
、

会
議
費
、
事
務
用
消
粍
口
問
費
等

の
合
計
で
す
。

2ヨ.66% 409.598 172.772 582.370 主吐
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93.65 % 786.078 11.593~932 12.320.010 

判
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904.000 9774.626 
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工0.678.626
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去十ミ
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差引上昇歩合

保 0.13タ6

0.92労

昭和32年度牧納歩合

96.81 % 

E6.46 % 

96.68 ;:.'; 

85.54 96 

昭和31年度政納歩合労

税

令一担

険

負剖E

区

入ヰ女較比のE二度年日リ

⑦ 表

表

5.792.100 

0 
ム

。
ム

5.570.308 

増
減

増
減

"51 

"51 

。

。

差

差

出

度

37.936.799 

33.741. 893 

度

支

年

年

較

2 

2 

比

3 

3 

の

度

と

度

32 :'66.491 

27.949.943 

年

度

年

年

l 

1 

3 

前

3 分

言十

分

llt .-6、
ロ

.6-
tゴ

入

出

① 

区

収

区

"'" 人
221.792 ム4.194.90日ム4.416.548 ムヨl差安収

助
金
を
獲
得
し
て
お
互
の
医
療

費
負
担
を
軽
く
し
て
く
れ
ま
し

た。
県
で
は
昭
和
三
十
四
年
度
を

全
県
実
施
の
目
標
年
度
と
し
て

居
ま
す
。

全
国
実
施
の
法
律
改
正
も
種

々
な
事
情
で
見
送
ら
れ
関
係
者

を
失
望
さ
せ
て
居
ま
す
が
、
九

月
の
国
会
に
上
程
さ
れ
る
事
は

必
然
の
模
様
で
す
。

し
か
し
法
律
で
強
制
さ
れ
な

く
て
も
お
互
の
生
活
に
直
接
プ

ラ
ス
す
る
比
の
制
度
が
普
及
す

る
の
は
当
然
で
す
c

本
県
の
状
況
を
見
ま
す
と
、

昭
和
三
十
一
年
度
で
は
普
及
率

六
四
、
四
労
昭
和
三
十
二
年
度

で
は
八

C
Mカ
と
急
速
な
伸
張
ぶ

り
を
示
し
て
居
ま
す
。

補
助
金
も
負
担
金
と
し
て
、

国
の
義
務
負
担
と
さ
れ
ま
し
た

い
ま
は
苦
し
い
け
れ
ど
も
将
来

に
明
る
い
希
望
を
持
た
れ
一
層

の
御
協
力
を
御
願
い
し
ま
す
。

消
の
対
策

昭
和
三
十
一
年
度
か
ら
繰
越

し
て
来
た
赤
字
の
中
に
三
十
二

年
度
で
解
消
残
と
な
っ
た
、
四

)
九
四
、
九

O
六
円
の
繰
越

赤
字
の
解
消
財
源
は
昭
和
三
十

二
年
度
で
徴
政
未
済
と
な
っ
て

昭
和
三
十
三
年
度
へ
繰
越
さ
れ

た
次
の
も
の
を
充
当
し
次
の
方

法
に
よ
っ
て
解
消
す
る
計
画
で

す。

表
①
①
参
照

も
ち
ろ
ん
こ
の
計
霊
は
新
ら

し
い
赤
字
は
絶
対
に
出
さ
な
い

事
を
前
提
と
し
て
居
ま
す
。

以
上
の
結
果
に
見
ら
れ
る
通

り
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
が
一
生

懸
命
守
り
、
育
て
L
下
さ
っ
た

お
蔭
で
我
町
の
国
保
は
こ
の
一

年
聞
に
順
調
な
成
育
ぶ
り
を
示

し
ま
し
た
。
又
国
保
は
成
長
の

途
上
に
あ
る
現
在
で
す
か
ら
約

三
O
、
0
0
0、
0
0
0円
の

給
付
を
行
い
ま
し
た
し
、
約
一

0
、

0
0
0、
0
0
0円
の
補

画

区 分 滞納繰越額 I~ 年度徴同 34年度徴取計画 3 5年度徴収計画

保 険 税 823.91弓 272.Cコ0 272.000 197.000 

一部負担金 2.810.346 1.000.000 900.000 600.906 

国庫補助金 953.000 953.000 。 。
d亡ι3 言f 4.587.264 2.225.000 1.172.0OJ 797.906 

表 表

計

画

牧

計

徴

消

の金

解

手拘

rよー，
う二

滞

赤

⑦ 

① 

表

戸
4 

昭和 35年度昭和 34年度昭和 33年度昭和 32年度分区

797.906 1.172.000 2.225∞o 221.792 額字解消赤

/〆、

。797.906 1.969.906 4.194.906 額残字赤

④ 表① 表

一人当り金額

401 

8.4巴9

43 

336 

161 

67 

57 

支出落額

1.408.311 

29.775.905 

151.000 

1.182.714 

567.498 

235.612 

199.211 

役 場 費

療養諸費

助産資

保健施設費

納税奨励費

公 債 費

連合会負担
金

繰上充用金

目項

古語義諸費

7 g. Lf. '!芳

1.256 4.416.799 

本

、

10.790 37.936.799 言十ぷ』
亡3

牧入項目別の占める割合

ー人当り金額

守
る
国
保
が
健
康
護
る

一
昭
和
三
十
二
年
度
の
国
保
の
実

一
績
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
と
の

二
年
間
私
共
は
何
の
様
に
国
保

一
を
守
り
育
て
L
来
た
か
、
又
国

一
保
は
お
互
の
日
常
生
活
に
何
の

一
様
に
責
献
し
て
く
れ
た
か
、
一

一
年
間
の
実
績
を
通
し
て
芳
へ
て

一
見
た
い
と
思
い
ま
す
。

一

表

①

①

①

参

岡

山

F
一
保
険
税
一
部
負
担
金
共
に
成

績
が
向
上
し
て
居
ま
す
。

こ
れ
は
被
保
険
者
の
一
人
一

人
が
納
付
の
義
務
を
果
す
事
に

表
①
①
参
照

三
十
一
年
度
で
は
赤
字
が
四

、
四
二
ハ
、
五
四
八
円
出
来
ま

し
た
が
昭
和
三
十
二
年
度
で
は

二
二
一
、
七
九
二
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
の
で
三
十
一
年
度

か
ら
繰
越
し
た
赤
字
が
そ
れ
だ

け
減
額
さ
れ
て
四
、
一
九
四
、

九
O
六
円
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
三
十
二
年
度
で
は
、
前

年
度
に
比
べ
て
一
度
に
約
四
割

強
の
増
税
を
行
い
被
保
険
者
の

皆
様
に
は
大
変
御
迷
惑
を
お
掛

け
し
た
訳
で
す
が
、
相
扶
共
済

の
尊
い
真
心
の
団
結
に
よ
っ
て

そ
の
苦
し
さ
に
打
克
っ
て
御
協

力
願
っ
た
御
蔭
で
赤
字
の
累
増

を
食
い
止
め
少
額
で
あ
っ
て
も

551] 目項

3.282円

3.009円

2、900円

11.542.812 

10.580.332 

9.774.626 

税

国庫補助金

険

一部負担金

保

イ昆「責手i
Jf/.、 2'>毘
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J/.3'l% 繰入金rJf.クゲF

そ叫司王

習庫補助金

2}'.00% 

国
庫

露!事務費補地主 1373.929

金|保健婦補助金

計
般会計繰入金

その他

526円1.844.123 
金
他

入
の

繰
そ

9.717円33.703.670 計.b. 
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